
 

生成 AIの活用と子どもたちの考える力の育成 
 

～成長期の脳の発達について考える～ 

最近、AI という言葉をよく耳にします。AI と

は､「人工知能」を意味しますが、様々な分野で

大きな役割を果たしてきているようです。とり

わけ、「生成 AI」と呼ばれる AI は、私たちの

仕事や日常生活を大きく変えるものとして取

り上げられています。今話題になっている

「ChatGPT」等の対話型生成 AI は、ビジネスの

世界でも大きく貢献しています。しかしその一

方で、大学生のレポートや高校生の作文など、

文章作成も簡単にできることからその使い道

について議論されているところです。 

簡単に答えを出してくれる AI などは非常に

便利です。私たちの生活を快適にしてくれるも

のかもしれません。しかし、便利さの裏側には、

大きな落とし穴があります。答えだけを求めて

しまうと、「なぜそうなるのか」という答えに

たどり着くプロセス、すなわち考える力が育っ

ていきません。中学生、高校生、大学生の時期

は、体や心が育つとともに、思考力も飛躍的に

伸びていく時期です。ただ黙っていて伸びるの

ではなく、自分で考えたり、様々な考え方に触

れ、その違いに気づいたり発見したりすること

によって脳が鍛えられていきます。 

そんな貴重な時期に、答えだけを求める便利

さを追求してしまうと、伸びるはずの思考力が

そこで止まってしまうかもしれません。 

どうか、色々な視点で物事を考え、課題を持

ち、その課題をどう解決していくのか、粘り強

く取り組める生徒に育ってほしいと願ってい

ます。またそのためには、やはり必要な知識や

技能をしっかりと身につけること、つまり自分

で学習することが必要不可欠です。子どもたち

が自分で考え、正しい判断ができるよう、学校

でも働きかけていきます。ご家庭でも子どもた

ちの頑張りを励ましながら、成長する様子を見

守っていただければと存じます。 

結びになりますが、1 学期の教育活動へのご

理解とご協力に感謝申し上げます。 

光陵中学校長 阿 部 聖 司 
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【学校教育目標】 
創造：自から考えつねに真理を求め創造する生徒 
協力：豊かな心をもち礼儀正しく協力しあう生徒 
忍耐：心身ともに健やかでねばり強くやりぬく生徒 
奉仕：勤労をいとわず奉仕につとめ公共につくす生徒 

【育成を目指す資質・能力】 
『生徒のよさや可能性を最大限引き出すために』 
知：主体的に学ぶ力 
徳：自分と仲間を大切にする力 
体：粘り強く挑戦する力 

事故のない安全な夏休みを！ 
～夏に多い事故に特に気をつけて～ 

 
7 月に入り日ごとに暑さが増し、学校でも『熱

中症に要注意！』という呼びかけを行う日が増え
ました。実際に、本校でも熱中症と思われる症状
で救急搬送を依頼したケースが発生しており、今
後も十分警戒が必要です。 
また、これから夏休みに入ります。毎年、海や

川での水の事故、外で遊ぶ際の交通事故や遭難事
故など、悲しいニュースが特に夏休みに多く流れ
ています。「自分は大丈夫」と思う気持ちが油断
を招き、事故に遭うケースが多々あります。命を
守るため、健康で安心して生活するためにも、安
全に十分配慮して行動することが大切です。自転
車運転時のヘルメット着用も、努力義務ではあり
ますが、子どもの命を守るためにも着用させるこ
とを推奨します。 
せっかくの楽しい夏休みが悲しみで包まれるこ

とのないように、学校でも指導をしますが、ご家
庭でも子どもたちへの声かけをどうぞよろしくお
願いいたします。 

【病休のお知らせ】 
私事となりますが、今年２月に手術を受け、

これまで仕事と治療の両立を目指して取り組ん
で参りましたが、８月 16日（水）より治療に専
念すべく、今年度末まで病休をいただくことに
なりました。 
後任の校長については、決まり次第ご連絡い

たします。ご迷惑、ご心配をおかけしますこと
をお詫び申し上げます。  阿 部 聖 司 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日配布の「夏休みの決まり」は、子ども達が事故や

トラブルに巻き込まれず安全に生活するためのもので

す。ご家庭でも確認されますようお願いいたします。 

□SNS への書き込み【自画撮り被害、不適切書き込み】 

□友人宅への外泊禁止 

□有珠マリンアスレチック「アトゥイ」の保護者同伴 

□生活リズムの乱れ 

には、特にご注意いただき、ご家庭での見守りをお願い

いたします。 

 また、熱中症にも十分お気を付けください。質の良い

睡眠・バランスの良い食事(特に朝食を摂ること)・適度

な塩分・こまめな水分補給で、夏を元気に乗り切りまし

ょう。なお、水分補給の際、エナジードリンクの過剰摂

取は大変危険です。カフェインが多く含まれているた

め、特にお子さんの飲用には十分ご注意ください。 

～胆振中体連～健闘を讃えて 
ソフトテニス大会 

〈男子団体〉                 第 3 位 

〈女子団体〉                 準優勝 

〈男子個人〉小野泰佑・河内碧大      ２回戦敗退 

〈女子個人〉栗橋美音・佐藤泉        初戦敗退 

山田野々花・岡菜乃華    準々決勝敗退 

山田菜々美・佐藤ゆらな 準優勝→全道出場 

柔道大会 

〈男子個人〉上野清陽             初戦敗退 

〈女子個人〉越橋みお         優勝→全道出場 

陸上競技大会           

〈女子 100ｍ〉   渡邊萌南          第４位 

〈女子走り幅跳び〉髙橋美湖           第７位 

バドミントン大会 

〈女子個人・シングルス＞中村心音       初戦敗退 

卓球大会 

〈男子団体〉                初戦敗退 

〈個人男子〉 初戦敗退 

剣道大会 

〈男子団体〉SC 藍            優勝→全道出場 

〈男子個人〉馬場陽大            準々決勝敗退 

6 月末に行ったいじめアンケートにおいて「いやな思

いをしたことがある」「いやな思いをしているのを見た

り聞いたりしたことがある」という訴えがあったもの

に聞き取りをし、内４件を、本校いじめ対策委員会にお

いて、「いじめ」と認知し対応しております。内容の軽

重に関わらず、教職員全体で共有し、多くの目で見守

り、指導していくことが重要と考えております。アンケ

ートの他、年 2 回の教育相談、日常の相談場面を通し

て、子どもたちの声に耳を傾けてまいります。また、教

員研修を通して全教職員で生徒理解を深めてまいりま

す。 

また、今年度は生徒会の活動として、いじめ撲滅を目

指した「ピンクシャツデー」の取組を毎月第 3 水曜日に

実施しております。光陵中学校全体で「いじめは許さな

い」という気風を作ってまいります。 

【相談窓口：25－4111（髙橋・教頭）】 

８月スクールカウンセラー来校日 

３0 日(水) 
生徒本人、保護者の方も相談がありましたら、遠 

慮なく学校までご連絡ください。(25-4111) 

10日 ( 木 ) 学校閉庁日　部活動停止
11日 ( 金 ) 山の日　　　部活動停止

12日 ( 土 ) 　　　　　　部活動停止

13日 ( 日 ) 　　　　　　部活動停止

14日 ( 月 ) 学校閉庁日　
部活動停止

15日 ( 火 ) 学校閉庁日　
部活動停止

16日 ( 水 ) 職員研修

17日 ( 木 ) 職員会議

18日 ( 金 ) 始業式　夏休み明けテスト　部活動なし

20日 ( 日 ) 部活停止

22日 ( 火 ) 2年伊達開来高生によるSDGｓ出前授業　執行委員会　専門委員会

23日 ( 水 ) 市教研部会　部活動なし

24日 ( 木 ) 中央委員会

30日 ( 水 ) 全学年学力テスト

≪8月の主な行事予定≫
1 年生は 6 月 14 日、2 年生は 7 月 18 日、3 年生は

19 日に、右田永子スクールカウンセラーによる SOS

の出し方講座を実施しました。SOS を発信するために

大前提として、「自分の気持ちに気づく」ということ

に焦点を絞った学びの場としました。 

SOS の出し方講座 

生き方を充実させる～3年道徳～ 

6 月 30 日、「リクエスト食を支え 

る」(勤労)という道徳の題材で、調 

理師 音喜多哲郎氏をお招きして授業 

を行いました。音喜多氏が提供してい 

る『誰もが一緒においしいものを』と 

いう思いによるリクエスト食『健摂楽 

食(けせらしょく)』の実践を通し、ホス 

ピスで働く方の職業観に触れる機会と 

なりました。 

夏季休業中の電話対応時間 
平日：８：００～１６：３０ 【25-4111】 

上記以外の時間での部活動の欠席連絡等は、各部の

連絡ツールをご利用ください。 

学校閉庁日の緊急連絡先 080-8832-6781 
 

長期休業期間中の家庭での見守りを 
休業中、お子様の様子でご心配なことがありましたら、

学校までご連絡ください。また、２４時間対応の下記相談

窓口もございます。 
□子ども相談支援センター（24時間子供 SOSダイヤル） 

0120-3882-56(0120-0-78310)  
□北海道いのち電話 

011-231-4343 


